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シ
リ
ー
ズ	

抗
う
人

沖
縄
密
約
を
暴
い
た
記
者	

西
山
太
吉

沖
縄
密
約
＝
国
家
犯
罪

空
気
は
じ
っ
と
り
と
湿
り
重
か
っ
た
。梅
雨
の
時
期
。地
下
鉄
霞
ヶ

関
駅
か
ら
地
上
に
出
て
、東
京
地
方
裁
判
所
を
目
ざ
し
た
。
昨
年（
二

〇
〇
九
年
）
六
月
一
六
日
の
こ
と
。

東
京
地
裁
七
階
の
七
〇
五
号
法
廷
。
沖
縄
密
約
を
め
ぐ
る
三
度
目

の
裁
判
が
ス
タ
ー
ト
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
国
家
犯
罪
を
暴
い
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
と
い
う
か
、
だ
か
ら
こ
そ
、
戦
後
は
じ
め
て
新
聞
記

事
が
原
因
で
逮
捕
さ
れ
た
西
山
太
吉
が
中
心
に
立
っ
て
い
た
。
か
つ

て
毎
日
新
聞
政
治
部
の
エ
ー
ス
記
者
。
逮
捕
時
四
〇
歳
。
黒
か
っ
た

髪
も
今
で
は
す
っ
か
り
白
く
な
り
、
生
え
際
も
後
退
し
た
。
鋭
い
眼

差
し
、
眉
間
に
縦
皺
、
近
づ
き
が
た
い
雰
囲
気
は
以
前
と
変
わ
ら
な

い
が
、
西
山
は
七
七
歳
に
な
っ
て
い
た
。

裁
判
官
に
向
か
っ
て
左
側
が
原
告
席
。
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
や
憲
法
学

者
ら
十
数
人
が
互
い
に
顔
見
知
り
の
せ
い
か
、あ
い
さ
つ
を
交
わ
す
。

ザ
ワ
ザ
ワ
と
し
た
話
し
声
が
開
廷
前
の
緊
張
し
た
法
廷
の
雰
囲
気

を
柔
わ
ら
げ
て
い
た
。
対
す
る
右
側
に
国
側
代
理
人
と
し
て
お
役
人

が
こ
ち
ら
も
十
数
人
が
ず
ら
り
と
並
ぶ
。
こ
ち
ら
は
ダ
ー
ク
ス
ー
ツ

姿
が
目
立
ち
、
ぴ
り
ぴ
り
と
し
た
緊
張
感
が
漂
う
。

「
起
立
」
と
書
記
官
の
声

法
廷
の
扉
が
開
き
、
三
人
の
裁
判
官
が
す
っ
と
廷
内
に
入
り
、
定

世
間
に
恥
じ
る
こ
と
な
く
一
所
懸
命
に
生
き
て
き
た
の
に
、
ど
こ
で
途
が
狂
っ
た
の
か
、
巨
大
な
相
手
と
の
諍い
さ
かい
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
人
が
い
る
。
理
不
尽
な
敵
に
対
し
、
抗
う
人
生
を
描
く

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト 

西
村 

秀
樹
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め
ら
れ
た
席
に
座
る
。
い
よ
い
よ
裁
判
が
始
ま
っ
た
。
西
山
ら
原
告

が
求
め
た
の
は
、
沖
縄
の
施
政
権
返
還
の
際
、
日
米
両
政
府
が
結
ん

だ
「
密
約
」
文
書
の
公
開
。
本
来
な
ら
ア
メ
リ
カ
政
府
が
支
払
う
は

ず
の
軍
用
地
の
原
状
回
復
補
償
費
用
を
日
本
政
府
が
肩
代
わ
り
し
た

四
百
万
ド
ル
を
は
じ
め
、総
額
三
億
二
千
万
ド
ル（
当
時
の
為
替
レ
ー

ト
で
一
一
五
二
億
円
）
の
財
政
密
約
に
関
し
て
、
国
に
文
書
三
通
の

公
開
を
求
め
た
。
西
山
ら
は
ア
メ
リ
カ
で
発
見
さ
れ
た
公
文
書
を
証

拠
に
公
開
を
迫
り
、
一
方
、
国
側
は
密
約
文
書
の
存
在
を
全
面
否
定
、

双
方
の
主
張
は
真
っ
向
か
ら
対
立
し
て
い
る
。
そ
の
裁
判
の
冒
頭
、

思
い
が
け
な
い
展
開
と
な
っ
た
。

「
率
直
な
感
じ
を
述
べ
さ
せ
て
も
ら
う
」
と
、
い
き
な
り
杉
原
則
彦

裁
判
長
が
切
り
出
し
た
。

「
ア
メ
リ
カ
側
に
密
約
文
書
が
あ
る
の
だ
か
ら
、
日
本
側
に
も
同

様
の
文
書
が
あ
る
は
ず
と
の
原
告
側
の
主
張
は
充
分
理
解
で
き
る
点

が
あ
る
」
と
述
べ
る
。
原
告
席
の
面
々
は
色
め
き
立
ち
、
思
わ
ず
身

を
前
に
傾
け
、
耳
を
そ
ば
だ
て
る
。

「
も
し
文
書
が
存
在
し
な
い
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、ア
メ
リ
カ
の
公

文
書
を
ど
う
理
解
す
べ
き
か
に
つ
い
て
、
そ
の
理
由
を
合
理
的
に
説

明
す
る
必
要
が
あ
る
」と
語
り
か
け
、国
側
に
厳
し
く
注
文
を
つ
け
た
。

こ
と
は
そ
れ
だ
け
に
留
ま
ら
な
か
っ
た
。
日
米
交
渉
の
当
時
の
責

任
者
で
、
メ
デ
ィ
ア
に
対
し
密
約
の
存
在
や
文
書
へ
の
サ
イ
ン
を
認

国家犯罪を暴いた西山太吉　大阪「暴かれた国家のウソ」集会（３月27日	撮影・合田創）
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め
た
、
外
務
省
の
元
ア
メ
リ
カ
局
長
。
吉
野
文
六
に
つ
い
て
、

「
吉
野
文
六
証
言
を
聴
き
た
い
か
ら
、
証
人
と
し
て
申
請
す
る
よ

う
に
」
と
、
原
告
側
に
う
な
が
し
た
。

こ
の
あ
と
原
告
代
表
二
人
が
、
沖
縄
密
約
は
政
府
に
よ
る
民
主
主

義
へ
の
挑
戦
で
あ
り
、
国
家
犯
罪
だ
か
ら
ぜ
ひ
文
書
を
公
開
し
て
欲

し
い
と
訴
え
た
。

閉
廷
を
前
に
、
裁
判
長
は
日
程
表
を
書
き
込
ん
だ
手
帳
を
手
に
、

双
方
に
語
り
か
け
た
。
裁
判
長
は
国
側
に
は
冒
頭
の「
率
直
な
感
じ
」

の
理
解
を
踏
ま
え
、
ち
ゃ
ん
と
次
回
ま
で
に
準
備
書
面
を
提
出
す
る

よ
う
に
う
な
が
し
、
国
側
に
「
一
か
月
く
ら
い
の
（
準
備
期
間
で
）
期

日
を
入
れ
ら
れ
な
い
か
」
と
質
す
。
国
側
代
理
人
は
あ
わ
て
て
「
二

か
月
ほ
し
い
」
と
答
え
る
の
が
や
っ
と
だ
っ
た
。

「
で
は
充
実
し
た
も
の
を
期
待
し
ま
す
」
と
や
や
皮
肉
め
い
た
口

調
で
釘
を
刺
し
、
裁
判
長
は
さ
っ
と
法
廷
を
後
に
し
た
。
こ
う
し
て

沖
縄
密
約
を
め
ぐ
る
三
度
目
の
裁
判
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

あ
し
た
の
ジ
ョ
ー
と
沖
縄
返
還

話
は
四
〇
年
前
に
さ
か
の
ぼ
る
。

「
燃
え
た
よ
…
…
。
ま
っ
白
に
…
…
燃
え
つ
き
た
…
…
。
ま
っ
白

な
灰
に
…
…
」

戦
後
最
大
の
ヒ
ッ
ト
漫
画
の
一
つ
『
あ
し
た
の
ジ
ョ
ー
』
は
、
自

民
党
政
権
が
ア
メ
リ
カ
政
府
と
沖
縄
返
還
を
交
渉
し
た
時
期
と

重
な
る
。

『
週
刊
少
年
マ
ガ
ジ
ン
』（
講
談
社
）
の
連
載
開
始
が
、
一
九
六
八

年
一
月
一
日
号
。
ち
ょ
う
ど
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
へ
の
反
対
運
動
を
き
っ

か
け
に
、
パ
リ
大
学
の
学
生
た
ち
が
ラ
テ
ン
地
区
を
占
拠
し
、
五
月

革
命
が
世
界
中
に
津
波
の
よ
う
に
拡
が
っ
て
い
く
。
そ
し
て
六
年

後
、
ボ
ク
サ
ー
矢
吹
ジ
ョ
ー
が
リ
ン
グ
上
で
「
ま
っ
白
に
燃
え
つ

き
」、
連
載
が
終
了
し
た
の
が
七
三
年
五
月
。
赤
軍
派
の
七
人
が
「
わ

れ
わ
れ
は
明
日
の
ジ
ョ
ー
に
な
る
」
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
残
し
、
日

航
機
よ
ど
号
を
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
し
て
北
朝
鮮
に「
政
治
亡
命
」し（
一

九
七
〇
年
三
月
三
一
日
）、
学
生
運
動
が
高
揚
し
、
や
が
て
下
火
に

な
っ
た
時
期
に
重
な
る
。

沖
縄
は
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
で
日
本
国
内
唯
一
の
地
上
戦
に

よ
っ
て
民
間
人
を
含
む
二
十
数
万
が
死
亡
し
焦
土
と
化
し
た
地
で
あ

る
。
戦
後
、
日
本
の
主
権
回
復
を
定
め
る
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和

条
約
締
結
の
際
（
一
九
五
二
年
）、
三
条
で
沖
縄
の
施
政
権
は
ア
メ
リ

カ
の
軍
政
下
の
ま
ま
取
り
残
さ
れ
た
。

佐
藤
栄
作
総
理
は
、
一
九
六
五
年
八
月
一
九
日
、
戦
後
、
総
理
と

し
て
初
め
て
沖
縄
を
訪
れ
、「
沖
縄
が
返
還
さ
れ
な
け
れ
ば
、
日
本
の

戦
後
は
終
わ
ら
な
い
」
と
大
見
得
を
切
り
、
ア
メ
リ
カ
と
沖
縄
の
施

政
権
返
還
を
め
ぐ
る
交
渉
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
ア
メ
リ
カ
政
府
内

部
で
も
、
暗
殺
さ
れ
た
ケ
ネ
デ
ィ
を
継
い
だ
ジ
ョ
ン
ソ
ン
を
経
て
、

共
和
党
の
ニ
ク
ソ
ン
が
大
統
領
に
当
選
し
、
大
統
領
特
別
補
佐
官
の
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キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
、
沖
縄
返
還
問
題
の
検
討
チ
ー

ム
を
設
置
し
た
（
一
九
六
九
年
）。「
核
抜
き
、
本
土
並
み
」
を
主
張
す

る
日
本
政
府
と
、
沖
縄
の
米
軍
基
地
の
自
由
使
用
を
譲
ら
な
い
米
政

府
と
の
間
で
、
数
年
間
に
わ
た
る
長
く
厳
し
い
交
渉
が
続
い
た
。

沖
縄
返
還
協
定
を
ま
と
め
る
段
階
で
、
日
米
両
政
府
は
核
兵
器
の

再
持
ち
込
み
や
基
地
の
移
設
費
用
な
ど
財
政
面
で
、
日
本
国
民
へ
の

説
明
と
は
異
な
る
密
約
を
内
緒
で
結
ん
だ
。
だ
か
ら
沖
縄
密
約
は
主

権
者
へ
の
背
信
行
為
、
国
家
の
犯
罪
行
為
で
あ
る
。

長
い
交
渉
の
末
、
一
九
七
一
年
六
月
一
七
日
、
東
京
と
ワ
シ
ン
ト

ン
と
二
か
所
同
時
に
調
印
式
に
こ
ぎ
つ
け
た
が
、
そ
の
翌
日
の
毎
日

新
聞
は
西
山
太
吉
の
署
名
入
り
記
事
を
四
段
見
出
し
で
載
せ
た
。「
交

渉
の
内
幕
」
を
暴
き
、「
請
求
処
理
に
疑
惑　

あ
い
ま
い
な
本
土
並

み
」
と
日
米
政
府
間
で
財
政
面
の
密
約
を
指
摘
し
た
が
、
ほ
か
の
新

聞
社
は
追
い
か
け
ず
、
結
局
、
密
約
の
存
在
は
う
や
む
や
の
ま
ま
新

聞
紙
面
や
世
間
の
関
心
事
か
ら
消
え
た
。
沖
縄
返
還
協
定
の
批
准
を

議
論
す
る
国
会
の
特
別
委
員
会
で
も
、
西
山
が
ス
ク
ー
プ
し
た
密
約

を
政
府
は
一
方
的
に
否
定
す
る
だ
け
で
、
コ
ト
は
平
穏
の
う
ち
に
収

ま
る
か
、
に
見
え
た
。

そ
の
矢
先
、
爆
弾
質
問
が
炸
裂
し
た
。
い
よ
い
よ
沖
縄
の
施
政
権

返
還
を
二
か
月
後
に
控
え
た
一
九
七
二
年
三
月
二
七
日
、
衆
議
院
の

予
算
委
員
会
の
こ
と
。
質
問
し
た
の
は
、
社
会
党
の
横
路
孝
弘
議
員

（
現
衆
院
議
長
）。
横
路
は
外
務
省
の
電
信
文
を
右
手
に
か
か
げ
、
佐

藤
総
理
を
問
い
詰
め
た
。

「
沖
縄
返
還
協
定
第
四
条
三
項
に
基
づ
き
、
沖
縄
の
軍
用
地
復
元

補
償
と
し
て
米
国
が
自
発
的
に
支
払
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
四
百
万

ド
ル
の
見
舞
金
は
、
実
際
は
日
本
国
が
肩
代
わ
り
し
て
い
る
」
と
糺

し
た
。

こ
の
と
き
、
横
路
の
右
手
に
掲
げ
た
資
料
こ
そ
が
、
西
山
が
外
務

省
の
事
務
官
か
ら
入
手
し
た
電
信
文
の
コ
ピ
ー
そ
の
も
の
で
あ
っ

た
。
外
務
省
の
吉
野
文
六
ア
メ
リ
カ
局
長
は
「
本
物
か
ど
う
か
、
調

べ
な
い
と
判
り
ま
せ
ん
」
と
巧
み
に
横
路
の
資
料
を
首
実
検
し
よ
う

と
試
み
、
横
路
は
ま
ん
ま
と
誘
い
水
に
乗
っ
て
し
ま
っ
た
。

そ
の
日
の
夜
、
衆
議
院
第
二
議
員
会
館
の
一
室
に
、
横
路
と
同
僚

の
楢
崎
弥
之
助
の
二
人
が
座
り
、
衆
院
議
院
運
営
員
会
の
二
階
堂
進

と
官
房
長
官
の
竹
下
登
に
ア
メ
リ
カ
局
長
の
吉
野
が
対
峙
し
た
。

「
そ
れ
で
は
、
い
っ
し
ょ
に
机
の
上
に
出
し
ま
し
ょ
う
」
と
吉
野
が

提
案
。

横
路
が
背
広
の
内
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
、
電
信
文
を
拡
げ
た
。

「
あ
っ
」
と
吉
野
が
声
を
上
げ
た
。

社
会
党
が
も
っ
て
い
た
電
報
と
、
外
務
省
の
真
正
の
も
の
と
が
、

ぴ
た
り
と
一
致
し
た
。

外
務
省
内
部
は
、
蜂
の
巣
を
つ
つ
い
た
騒
ぎ
と
な
っ
た
。
犯
人
捜

し
が
始
ま
っ
た
。
し
か
し
、
電
信
文
が
ど
こ
か
ら
漏
れ
た
か
、
判
明

ま
で
に
そ
れ
ほ
ど
時
間
は
か
か
ら
な
か
っ
た
。
大
臣
、
事
務
次
官
、
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省
内
ナ
ン
バ
ー
三
の
外
務
審
議
官
の
サ
イ
ン
が
な
い
。
つ
ま
り
、
そ

の
段
階
で
の
漏
洩
を
示
し
て
い
た
。
外
務
省
内
で
の
犯
人
捜
し
に
、

外
務
審
議
官
付
き
の
事
務
官
が
「
わ
た
し
が
や
り
ま
し
た
」
と
ひ
っ

そ
り
と
名
乗
り
出
た
。

横
路
の
国
会
質
問
か
ら
一
週
間
後
、
外
務
審
議
官
付
き
の
事
務
官

が
夫
に
付
き
添
わ
れ
て
、
警
視
庁
に
出
頭
。
毎
日
新
聞
の
西
山
太
吉

記
者
も
国
家
公
務
員
法
の
機
密
漏
洩
「
そ
そ
の
か
し
」
の
容
疑
で
、

警
視
庁
に
逮
捕
さ
れ
た
（
四
月
四
日
）。

「
国
民
の
『
知
る
権
利
』
ど
う
な
る
。
正
当
な
取
材
活
動
。
権
力
介

入
は
言
論
へ
の
挑
戦
」
と
、
翌
朝
の
毎
日
新
聞
は
一
面
に
東
京
本
社

編
集
局
長
の
主
張
を
載
せ
た
。
二
面
も
三
面
も
、
関
連
記
事
一
色
。

政
府
批
判
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
繰
り
広
げ
た
。
戦
後
初
の
新
聞
記
者

逮
捕
に
、
毎
日
新
聞
は
怒
っ
て
い
た
。

ス
キ
ャ
ン
ダ
ル

毎
日
新
聞
が
、
そ
の
振
り
上
げ
た
拳
を
下
ろ
さ
ざ
る
を
得
な
く

な
っ
た
の
が
、
一
〇
日
後
。
東
京
地
検
が
発
表
し
た
起
訴
状
に
、
日

ご
ろ
お
目
に
か
か
ら
な
い
よ
う
な
類
の
表
現
が
あ
っ
た
。「
ひ
そ
か

に
情
を
通
じ
、
こ
れ
を
利
用
し
て
」
と
。

事
件
発
覚
当
初
、
毎
日
新
聞
社
に
は
、
読
者
か
ら
「
政
府
に
負
け

る
な
」「
不
当
な
権
力
か
ら
の
介
入
に
屈
す
る
な
」
と
激
励
が
殺
到
し

た
が
、
起
訴
状
の
発
表
以
来
、
逆
に
情
報
の
入
手
方
法
に
対
す
る
非

難
が
雨
あ
ら
れ
の
よ
う
に
押
し
寄
せ
た
。
検
察
は
、
西
山
ら
二
人
を

国
家
公
務
員
法
違
反
で
起
訴
し
た
が
、
そ
の
日
の
毎
日
新
聞
夕
刊

は
、「
お
詫
び
」
記
事
を
掲
載
し
、
西
山
記
者
を
休
職
、
東
京
本
社
編

集
局
長
を
解
任
し
た
。
流
れ
は
ま
っ
た
く
逆
に
な
っ
た
。

裁
判
で
、
外
務
省
事
務
官
は
初
め
か
ら
検
察
と
争
わ
ず
、
情
状
酌

量
を
狙
い
、
む
し
ろ
検
察
側
証
人
で
も
あ
る
か
の
よ
う
に
ふ
る
ま
っ

た
。
事
務
官
が
「
機
密
」
書
類
を
漏
洩
す
る
よ
う
に
西
山
が
「
そ
そ

の
か
し
」
た
、
つ
ま
り
主
犯
は
西
山
、
事
務
官
は
従
犯
と
い
う
検
察

の
描
い
た
構
図
に
添
う
言
動
に
終
止
し
た
。

背
景
に
は
、
事
務
官
の
夫
の
兄
が
在
ラ
オ
ス
大
使
と
い
う
外
務
省

一
家
の
一
員
と
い
う
意
識
に
、
病
弱
で
定
職
を
も
た
な
い
夫
を
支
え

る
職
業
婦
人
が
今
度
の
こ
と
で
辞
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
経
済
的
に
も

困
る
と
の
理
由
も
加
わ
り
、
国
側
の
心
証
を
よ
く
し
た
い
と
の
思
惑

が
垣
間
見
え
た
。

西
山
の
弁
護
団
は
、
世
間
へ
の
誤
解
を
避
け
る
観
点
か
ら
、
事
務

官
へ
の
反
論
を
封
じ
た
。
例
え
ば
、
二
度
目
の
デ
ー
ト
の
場
所
は
事

務
官
が
指
定
し
た
と
か
、
西
山
が
ア
メ
リ
カ
国
務
省
の
招
待
で
四
〇

日
間
訪
米
中
も
わ
ざ
わ
ざ
事
務
官
が
西
山
の
宿
泊
先
に
二
度
に
渡
っ

て
エ
ア
メ
ー
ル
便
で
書
類
を
届
け
た
な
ど
、
事
実
の
提
示
だ
け
に
止

め
た
。
し
か
し
、
世
間
は
西
山
側
の
配
慮
に
耳
を
貸
さ
ず
、
心
を
許

さ
ず
、
非
難
は
嵐
の
よ
う
に
押
し
寄
せ
た
。
毎
日
新
聞
と
西
山
は
窮

地
に
陥
っ
た
。
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一
審
判
決
は
無
罪

西
山
と
毎
日
新
聞
は
、
正
面
か
ら
政
府
を
責
め
る
方
針
を
採
用
し

た
。
西
山
た
ち
は
、
今
回
の
日
米
政
府
間
の
電
信
文
が
「
機
密
」
に

当
た
る
の
か
。
行
政
が
指
定
し
た
ら
、
ど
ん
な
文
書
も
機
密
に
当
た

る
の
か
。
西
山
の
報
道
活
動
が
「
そ
そ
の
か
し
」
に
当
た
る
の
か
。

そ
う
し
た
論
点
か
ら
、
西
山
の
無
罪
を
裁
判
所
に
訴
え
た
。
弁
護
団

は
、
の
ち
に
最
高
裁
の
判
事
を
務
め
る
リ
ベ
ラ
ル
な
大
野
正
男
を
弁

護
団
長
に
、
伊
達
秋
雄
ら
を
パ
ー
ト
ナ
ー
に
強
力
タ
ッ
グ
チ
ー
ム
を

組
ん
だ
。
伊
達
は
、
砂
川
闘
争
で
「
米
軍
駐
留
は
憲
法
違
反
」
と
の

画
期
的
な
無
罪
判
決
を
出
し
、
そ
の
あ
と
判
事
を
辞
め
弁
護
士
に

な
っ
た
経
歴
を
も
つ
。

砂
川
事
件
は
、
朝
鮮
戦
争
休
戦
か
ら
五
年
後
の
一
九
五
七
年
、
駐

留
米
軍
の
東
京
・
立
川
基
地
北
側
の
砂
川
町
へ
の
滑
走
路
拡
張
の
た

め
東
京
調
達
局
が
測
量
を
強
行
し
た
際
、
基
地
拡
張
反
対
派
の
デ
モ

隊
の
一
部
が
米
軍
基
地
内
に
立
ち
入
り
、
刑
事
特
別
法
違
反
に
問
わ

れ
た
裁
判
の
こ
と
。
東
京
地
裁
の
裁
判
長
・
伊
達
秋
雄
は
「
日
米
安

保
条
約
お
よ
び
そ
れ
に
基
づ
く
駐
留
米
軍
は
、
日
本
国
憲
法
前
文
と

九
条
に
定
め
ら
れ
た
戦
力
に
あ
た
り
、憲
法
に
違
反
す
る
」と
し
、「
刑

事
特
別
法
に
基
づ
く
罰
則
は
日
本
国
憲
法
三
一
条
に
違
反
す
る
」
と

被
告
全
員
に
無
罪
の
判
決
を
下
し
た
（
い
わ
ゆ
る
伊
達
判
決
。
五
九

年
三
月
三
〇
日
）。
し
か
し
、
検
察
は
最
高
裁
に
跳
躍
上
告
し
、
最
高

裁
は
逆
転
有
罪
の
判
決
を
下
し
た
。
伊
達
は
、
六
一
年
に
判
事
を
辞

め
、
弁
護
士
に
転
じ
た
。

の
ち
に
、
検
察
が
高
裁
を
飛
び
越
し
い
き
な
り
最
高
裁
へ
異
例
の

跳
躍
上
告
を
し
た
背
景
に
、
在
京
ア
メ
リ
カ
大
使
の
マ
ッ
カ
ー
サ
ー

が
外
務
大
臣
の
藤
山
愛
一
郎
へ
圧
力
を
か
け
た
り
、
最
高
裁
長
官
の

田
中
耕
太
郎
へ
の
面
会
な
ど
、
日
本
の
政
治
や
司
法
に
介
入
し
た
事

実
が
米
公
文
書
の
公
開
で
判
明
し
た
（
二
〇
〇
八
年
、
共
同
通
信
）。

日
本
と
ア
メ
リ
カ
、
憲
法
九
条
と
日
米
安
保
条
約
。
そ
の
狭
間
で
、

西
山
も
伊
達
も
抗
い
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

話
を
沖
縄
密
約
に
戻
す
と
、
国
家
公
務
員
法
違
反
の
裁
判
で
、
一

審
の
東
京
地
裁
は
西
山
の
弁
護
団
の
主
張
が
通
り
、
無
罪
判
決
を
下

し
た
（
一
九
七
四
年
一
月
三
一
日
）。
西
山
は
そ
れ
を
機
に
毎
日
新

聞
を
辞
め
た
。
情
報
源
を
秘
匿
で
き
な
っ
た
責
任
を
と
っ
た
。
外
務

省
事
務
官
に
は
、
懲
役
六
か
月
、
執
行
猶
予
一
年
の
有
罪
判
決
が
下

さ
れ
た
。
こ
ち
ら
は
一
審
判
決
を
受
け
入
れ
、
控
訴
し
な
か
っ
た
。

む
し
ろ
、
事
務
官
は
自
分
が
被
害
者
だ
と
い
わ
ん
ば
か
り
に
、
週
刊

誌
や
テ
レ
ビ
の
ワ
イ
ド
シ
ュ
ー
に
頻
繁
に
露
出
し
た
。
と
り
わ
け
女

性
週
刊
誌
は
事
務
官
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
や
手
記
を
こ
れ
で
も
か

こ
れ
で
も
か
と
掲
載
し
た
。
い
わ
ば
売
れ
れ
ば
何
で
も
書
く
と
い
う

商
業
主
義
に
徹
し
た
編
集
方
針
で
あ
っ
た
。

ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
の
澤
地
久
枝
が
、
国
民
に
ウ
ソ
を
つ
く

政
府
へ
異
議
を
申
し
立
て
た
記
事
を
、
は
じ
め
『
婦
人
公
論
』
に
、
さ
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ら
に
取
材
し
て
単
行
本
『
密
約
』
に
ま
と
め
た
。
こ
の
記
述
だ
け
が
、

西
山
の
妻
・
啓ひ
ろ

子こ

の
心
の
拠
り
ど
こ
ろ
に
な
っ
た
。

逆
転
有
罪

舞
台
を
東
京
高
等
裁
判
所
に
移
し
た
控
訴
審
で
も
、
検
察
側
は
密

約
の
存
在
よ
り
、
ひ
た
す
ら
情
報
の
入
手
方
法
に
論
点
を
絞
っ
て
裁

判
を
続
け
た
。
二
年
半
後
の
判
決
は
、
逆
転
有
罪
（
一
九
七
六
年
七

月
二
〇
日
）。
さ
ら
に
最
高
裁
も
西
山
の
上
告
を
棄
却
し
有
罪
が
確

定
し
た
（
一
九
七
八
年
五
月
三
〇
日
）。

最
高
裁
の
判
決
を
見
る
と
、
前
半
は
「
報
道
機
関
が
、
公
務
員
に

対
し
、
秘
密
を
漏
示
す
る
よ
う
に
そ
そ
の
か
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、

直
ち
に
当
該
行
為
の
違
法
性
が
推
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ

が
真
に
報
道
の
目
的
か
ら
で
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
手
段
・
方
法
が

法
秩
序
全
体
の
精
神
に
照
ら
し
相
当
な
も
の
と
し
て
社
会
観
念
上
是

認
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
限
り
は
、
実
質
的
に
違
法
性
を
欠
き
、
正
当

な
業
務
行
為
で
あ
る
」
と
、
こ
こ
ま
で
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
役
割

を
評
価
す
る
。

し
か
し
、
後
半
は
「
当
初
か
ら
、
秘
密
文
書
を
入
手
す
る
た
め
の

手
段
と
し
て
利
用
す
る
意
図
で
女
性
の
公
務
員
と
肉
体
関
係
を
持

ち
、
同
女
が
右
関
係
の
た
め
被
告
人
の
依
頼
を
拒
み
難
い
心
理
状
態

に
陥
っ
た
こ
と
に
乗
じ
て
秘
密
文
書
を
持
ち
出
さ
せ
た
な
ど
、
取
材

対
象
者
の
人
格
を
著
し
く
蹂
躪
し
た
本
件
取
材
行
為
は
正
当
な
取
材

活
動
の
範
囲
を
逸
脱
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
糾
弾
し
て
い
る
。

結
局
、最
高
裁
は
入
手
方
法
に
非
難
を
集
中
し
た
だ
け
。
し
か
し
、

日
本
に
姦
通
罪
が
あ
っ
た
の
は
戦
前
の
話
だ
。
日
本
国
憲
法
で
男
女

平
等
が
定
め
ら
れ
（
一
四
条
）、
そ
れ
に
伴
い
刑
法
か
ら
姦
通
罪
は
削

除
さ
れ
た
。
そ
も
そ
も
日
本
の
刑
法
の
姦
通
罪
は
、
有
夫
の
婦
と
の

姦
通
だ
け
が
罪
と
さ
れ
、
妻
あ
る
夫
の
姦
通
は
罪
に
問
わ
れ
て
い
な

い
。
姦
通
罪
が
廃
止
さ
れ
た
段
階
で
、
な
お
、
西
山
の
情
報
入
手
方

法
を
違
法
と
弾
劾
す
る
最
高
裁
（
第
一
小
法
廷
・
岸
盛
一
裁
判
長
）

は
、
法
定
主
義
の
原
則
を
逸
脱
し
て
い
る
。
倫
理
と
法
律
を
混
同
す

る
愚
か
な
行
為
だ
。
そ
も
そ
も
共
に
四
〇
歳
前
後
の
分
別
盛
り
の
男

女
の
間
柄
は
一
方
的
な
「
そ
そ
の
か
し
」
の
関
係
な
の
だ
ろ
う
か
。

日
本
の
女
性
は
そ
れ
ほ
ど
、
か
弱
い
存
在
な
の
か
。

同
じ
時
期
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、
ペ
ン
タ
ゴ
ン
ペ
ー
パ
ー
ズ
（
米
国

務
省
の
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
に
関
す
る
報
告
書
）
を
め
ぐ
っ
て
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ
紙
と
ワ
シ
ン
ト
ン
ポ
ス
ト
紙
へ
の
掲
載
の
是
非
が

問
わ
れ
た
が
、
米
連
邦
最
高
裁
は
「
政
府
が
証
明
責
任
を
果
た
し
て

い
な
い
」
と
却
下
し
、
掲
載
さ
れ
た
。

日
本
で
は
、
ア
メ
リ
カ
と
異
な
り
、
政
府
の
国
家
犯
罪
に
司
法
が

加
担
し
た
形
に
な
っ
た
。

国
に
葬
ら
れ

西
山
は
一
九
三
一
年
、
山
口
県
下
関
生
ま
れ
。
だ
か
ら
日
本
の
敗
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戦
を
一
四
歳
と
多
感
な
時
期
に
迎
え
た
。
高
校
時
代
か
ら
新
聞
記
者

を
自
分
の
天
職
と
志
し
、
大
学
で
は
自
治
会
の
委
員
長
を
務
め
な
が

ら
法
学
部
政
治
学
科
で
国
際
関
係
を
学
び
、
ベ
ト
ナ
ム
の
国
際
関
係

を
テ
ー
マ
に
西
山
は
修
士
を
終
え
る
と
、
す
ぐ
に
毎
日
新
聞
に
就
職

し
た
。
一
九
五
〇
年
代
半
ば
、
毎
日
の
発
行
部
数
は
朝
日
の
そ
れ
を

上
回
り
日
本
一
。
は
じ
め
経
済
部
に
配
属
さ
れ
、
や
が
て
部
長
が
政

治
部
に
配
転
に
な
る
と
一
緒
に
政
治
部
に
移
り
、
以
来
、
こ
の
事
件

で
逮
捕
さ
れ
る
ま
で
、
自
民
党
、
首
相
官
邸
、
外
務
省
と
政
治
部
内

部
で
も
本
流
と
言
わ
れ
る
記
者
ク
ラ
ブ
だ
け
を
担
当
し
、
一
面
ト
ッ

プ
の
特
ダ
ネ
記
事
を
連
発
す
る
エ
ー
ス
記
者
に
育
っ
て
い
っ
た
。

外
務
省
の
記
者
ク
ラ
ブ
時
代
、
の
ち
に
読
売
新
聞
グ
ル
ー
プ
会
長

と
し
て
君
臨
す
る
渡
辺
恒
雄
が
五
歳
年
上
で
お
り
、
渡
辺
は
何
く
れ

と
な
く
西
山
の
面
倒
を
見
た
。
党
人
派
の
政
治
家
・
大
野
伴
睦
と
極

め
て
親
し
い
渡
辺
と
、
リ
ベ
ラ
ル
な
西
山
と
は
政
治
心
情
こ
そ
異

な
っ
た
も
の
の
、
沖
縄
返
還
交
渉
の
当
時
、
西
山
が
訪
米
す
る
と
、

ワ
シ
ン
ト
ン
支
局
長
を
し
て
い
た
渡
辺
本
人
が
マ
イ
カ
ー
の
ハ
ン
ド

ル
を
握
っ
て
、
ワ
シ
ン
ト
ン
周
辺
を
あ
ち
ら
こ
ち
ら
案
内
す
る
ほ
ど

親
し
い
間
柄
で
あ
っ
た
。
ま
た
西
山
が
起
訴
さ
れ
る
と
、
渡
辺
は
四

面
楚
歌
の
状
況
を
も
の
と
も
せ
ず
、
西
山
の
仕
事
は
新
聞
記
者
と
し

て
当
然
の
こ
と
だ
と
証
人
に
立
っ
た
り
、
週
刊
読
売
に
「
西
山
事
件

の
証
人
と
し
て
～
×
×
さ
ん
『
聖
女
』
説
に
み
る
論
理
的
矛
盾
」
と

記
事
を
寄
せ
る
な
ど
、
一
貫
し
て
西
山
を
擁
護
し
た
（
見
出
し
の
×

×
は
本
名
を
記
載
）。

こ
の
時
期
、
毎
日
新
聞
は
こ
の
事
件
だ
け
が
原
因
で
は
な
い
も
の

の
、
一
九
七
七
年
に
は
旧
会
社
に
債
務
を
ま
と
め
新
会
社
に
移
行
せ

ざ
る
を
得
な
く
な
る
ほ
ど
販
売
部
数
を
減
ら
し
、
朝
日
新
聞
や
読
売

新
聞
と
の
発
行
部
数
の
差
が
ど
ん
ど
ん
開
き
、
凋
落
し
て
い
っ
た
。

天
職
と
信
じ
た
仕
事
を
、
ひ
ょ
ん
な
こ
と
か
ら
辞
め
ざ
る
を
得
な

く
な
っ
た
西
山
は
、北
九
州
の
小
倉
に
移
り
、父
親
が
経
営
す
る
青
果

会
社
に
勤
め
た
。午
前
四
時
に
青
物
市
場
へ
出
か
け
、仕
事
が
終
る
と
、

西
山
は
競
艇
場
に
駆
け
つ
け
る
生
活
。
し
か
し
、得
ら
れ
る
の
は
ボ
ー

ト
レ
ー
ス
の
一
時
の
高
揚
感
だ
け
、
舟
券
で
儲
か
る
は
ず
も
な
く
、

懐
は
ど
ん
ど
ん
す
っ
か
ら
か
ん
と
な
り
、
精
神
は
す
さ
ん
だ
。

一
方
、
西
山
の
妻
、
啓
子
は
、
二
人
の
息
子
の
養
育
に
ひ
た
す
ら

力
を
注
ぐ
日
々
を
送
っ
て
い
た
。
小
学
四
年
生
の
長
男
を
塾
に
送
る

途
中
、
木
々
が
色
づ
く
の
を
見
て
、

「
マ
マ
は
秋
が
き
ら
い
な
の
よ
、
マ
マ
は
今
度
の
こ
と
で
す
っ
か

り
お
ば
あ
さ
ん
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
わ
。
も
う
、
人
生
の
秋
だ
わ
」

と
、
つ
ぶ
や
く
と
、
後
部
座
席
の
長
男
か
ら
、

「
マ
マ
は
ま
だ
秋
じ
ゃ
な
い
、
と
僕
は
思
う
よ
。
真
夏
の
頃
だ
な
。

マ
マ
の
人
生
は
、
パ
パ
だ
け
の
た
め
に
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
ら
、
そ

ん
な
こ
と
言
わ
な
い
ほ
う
が
い
い
と
思
う
よ
」

幼
い
小
学
生
が
父
親
の
災
難
を
冷
静
に
見
、
苦
境
に
陥
っ
て
め
げ

て
い
る
母
を
励
ま
す
。
啓
子
は
深
く
印
象
に
残
っ
た
の
で
、
こ
の
や
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り
と
り
を
日
記
代
わ
り
の
Ｂ
５
版
の
ノ
ー
ト
三
冊
に
記
録
し
た
。

小
倉
の
自
宅
で
、
啓
子
に
「
い
い
息
子
さ
ん
で
す
よ
ね
」
と
私
が

訊
く
と
、
そ
れ
ま
で
ち
ょ
っ
と
堅
い
表
情
だ
っ
た
啓
子
の
表
情
が
緩

ん
だ
。「
子
ど
も
の
方
が
よ
く
見
て
い
る
と
い
う
か
、
い
つ
ま
で
も
子

ど
も
と
思
っ
て
い
た
ら
、
し
っ
か
り
大
人
の
考
え
を
し
て
い
た
の

で
、
つ
い
ノ
ー
ト
に
書
い
た
ん
で
す
の
」。

ア
メ
リ
カ
か
ら
の
朗
報

西
山
は
有
罪
判
決
を
受
け
、
世
間
の
理
解
も
得
ら
れ
ず
、
い
わ
ば

国
に
葬
ら
れ
た
存
在
に
な
っ
て
二
〇
年
、
一
本
の
新
聞
記
事
が
西
山

の
人
生
を
変
え
た
。

朝
日
新
聞
の
一
面
に
特
ダ
ネ
が
踊
っ
た
。
沖
縄
の
施
政
権
返
還
交

渉
の
際
、
日
米
政
府
間
に
三
億
二
千
万
ド
ル
の
財
政
密
約
が
あ
っ
た

と
、
米
側
の
公
文
書
発
見
を
報
じ
た
（
一
九
九
八
年
七
月
一
一
日
）。

琉
球
大
学
教
授
・
我
部
政
明
が
米
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
に
三
年
間
滞
在

し
、
毎
日
の
よ
う
に
国
立
公
文
書
館
で
沖
縄
返
還
交
渉
を
追
跡
し
た

結
果
だ
。

我
部
は
さ
ら
に
、
二
年
後
、
吉
野
文
六
ア
メ
リ
カ
局
長
と
ス
ナ
イ

ダ
ー
米
公
使
と
の
間
で
サ
イ
ン
付
き
の
沖
縄
密
約
の
決
定
的
な
文
書

を
発
見
し
た
。
朝
日
新
聞
は
一
面
だ
け
で
な
く
、
二
面
、
三
面
も
つ

ぶ
し
て
詳
し
く
報
じ
た
。「
朝
日
新
聞
と
我
部
政
明
琉
球
大
教
授
は
、

沖
縄
返
還
（
一
九
七
二
年
五
月
）
に
至
る
日
米
両
政
府
の
交
渉
の
実

態
と
最
終
結
果
を
詳
し
く
記
録
し
た
米
公
文
書
の
つ
づ
り
を
入
手
し

た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
返
還
土
地
の
原
状
回
復
補
償
費
用
四
百
万
ド

ル
を
日
本
政
府
が
肩
代
わ
り
す
る
な
ど
、
い
ず
れ
も
極
秘
扱
い
の
密

約
だ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
」（
二
〇
〇
〇
年
五
月
二
九

日
）。つ

い
に
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
沖
縄
密
約
の
カ
ウ
ン
タ
ー
文
書
が
出
て

き
た
。
ク
リ
ン
ト
ン
大
統
領
が
施
行
し
た
情
報
公
開
法
が
大
き
な
助

け
に
な
っ
た
。

紙
面
に
は
吉
野
文
六
の
コ
メ
ン
ト
が
あ
っ
た
。
吉
野
は
、
一
九
七

二
年
の
横
路
孝
弘
議
員
の
国
会
質
問
で
も
、
西
山
の
裁
判
の
証
言
で

も
、
一
貫
し
て
密
約
の
存
在
を
否
定
し
て
き
た
。
そ
の
吉
野
が
、
よ

う
や
く
過
去
の
ウ
ソ
を
認
め
た
。

「
確
か
に
サ
イ
ン
は
私
の
も
の
だ
。
た
だ
ス
ナ
イ
ダ
ー
公
使
と
そ

の
よ
う
な
話
を
し
た
覚
え
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
密
約
を
交
わ
し
た

こ
と
は
な
い
」
と
。
こ
の
段
階
で
は
サ
イ
ン
し
た
事
実
を
認
め
た
だ

け
で
、
肝
心
の
密
約
の
存
在
は
否
定
し
た
。

そ
の
後
、
さ
ら
に
米
公
文
書
が
次
々
と
発
見
さ
れ
、
外
堀
が
埋
め

ら
れ
、
六
年
後
、
吉
野
の
証
言
は
翻
っ
た
。
北
海
道
新
聞
の
新
聞
記

者
往
住
嘉
文
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
、
吉
野
は
、
原
状
回
復
補
償
費
を

日
本
が
肩
代
わ
り
す
る
密
約
を
全
面
的
に
認
め
た
。「
国
際
法
上
、
米

国
が
払
う
の
が
当
然
な
の
に
、
払
わ
な
い
と
言
わ
れ
驚
い
た
。
当
時

の
佐
藤
栄
作
首
相
の
判
断
」（
二
〇
〇
六
年
二
月
八
日
）。
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二
度
目
の
裁
判

こ
う
し
た
一
連
の
動
き
を
受
け
て
、
西
山
は
、
か
つ
て
追
わ
れ
る

が
ご
と
く
辞
め
た
毎
日
新
聞
を
久
し
ぶ
り
に
訪
れ
た
。
毎
日
新
聞
労

組
主
催
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
情
報
は
誰
の
も
の
か
」
に
出
席
す
る
た

め
だ
。
訪
れ
た
東
京
・
竹
橋
の
新
聞
社
で
西
山
を
迎
え
る
空
気
は
、

あ
の
事
件
を
き
っ
か
け
に
新
聞
本
体
の
経
営
が
傾
い
た
こ
と
も
あ
っ

て
、
ど
こ
か
よ
そ
よ
そ
し
い
も
の
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
朝
日
新
聞

出
身
で
Ｔ
Ｂ
Ｓ
の
ニ
ュ
ー
ス
キ
ャ
ス
タ
ー
を
務
め
て
い
る
筑
紫
哲
也

ら
が
西
山
を
暖
か
く
迎
え
た
。
筑
紫
は
、
朝
日
新
聞
の
政
治
部
や
返

還
前
に
琉
球
（
沖
縄
）
特
派
員
を
勤
め
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
沖
縄
の

問
題
に
生
涯
こ
だ
わ
っ
た
。

同
じ
時
期
、
作
家
の
山
崎
豊
子
が
月
刊
『
文
藝
春
秋
』
に
西
山
を

モ
デ
ル
に
小
説
『
運
命
の
人
』
の
連
載
を
開
始
し
た
。
西
山
も
取
材

に
は
応
じ
た
も
の
の
、
国
家
犯
罪
追
及
よ
り
入
手
方
法
の
ス
キ
ャ
ン

ダ
ル
に
こ
だ
わ
る
物
語
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
小
説
は
ベ
ス
ト
セ

ラ
ー
に
な
っ
た
も
の
の
、
西
山
は
「
あ
ん
な
エ
ロ
小
説
」
と
批
判
し
、

山
崎
と
は
距
離
を
置
い
た
。
西
山
と
山
崎
豊
子
と
は
、
同
じ
毎
日
新

聞
で
在
籍
時
期
が
重
な
る
が
、
大
阪
と
東
京
と
で
所
属
も
異
な
り
、

接
点
は
な
か
っ
た
と
い
う
。

西
山
は
、
日
本
政
府
を
相
手
に
謝
罪
と
国
家
賠
償
の
提
訴
を
決
め

た
。
西
山
は
、
最
初
の
裁
判
の
弁
護
団
長
・
大
野
正
男
に
相
談
し
た

が
、
大
野
は
「
一
定
の
期
間
で
の
権
利
消
滅
を
定
め
た
除
斥
期
間
と

い
う
制
度
が
あ
り
、
こ
の
ハ
ー
ド
ル
を
越
え
る
の
は
難
し
い
」
と
首

を
縦
に
振
ら
な
い
。
静
岡
の
弁
護
士
・
藤
森
克
美
が
熱
心
に
勧
め
る

の
で
、
提
訴
し
た
（
二
〇
〇
五
年
四
月
二
五
日
）。
三
年
間
の
裁
判
の

結
果
、
や
は
り
最
高
裁
は
除
斥
期
間
二
〇
年
を
理
由
に
、
門
前
払
い

と
い
う
惨
め
な
判
決
で
あ
っ
た
。

た
だ
こ
の
二
度
目
の
裁
判
を
通
し
て
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
を
中
心

に
西
山
支
援
の
輪
が
ま
す
ま
す
拡
が
り
、
つ
い
に
本
丸
勝
負
を
決
め

た
。
情
報
公
開
法
を
使
っ
て
、
日
本
政
府
を
相
手
に
文
書
の
開
示
請

求
だ
。
筑
紫
哲
也
と
共
同
通
信
の
元
編
集
主
幹
、
原
寿
雄
が
共
同
代

表
で
請
求
し
た
。
一
か
月
後
、
国
側
は
「
文
書
は
な
い
」
と
つ
れ
な

い
返
事
だ
っ
た
が
、
逆
手
に
と
っ
て
訴
訟
を
ス
タ
ー
ト
し
た
（
二
〇

〇
九
年
三
月
一
四
日
）。
そ
の
三
か
月
前
、
筑
紫
哲
也
は
肺
ガ
ン
で

死
去
し
、
原
告
に
は
加
わ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

外
務
省
ア
メ
リ
カ
局
長
の
証
言

話
は
、
冒
頭
の
三
度
目
の
裁
判
に
戻
る
。

原
告
は
、
西
山
の
ほ
か
、
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
の
澤
地
久
枝

ら
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
や
学
者
二
五
人
。
被
告
に
、
外
務
大
臣
と
、
財

務
大
臣
（
旧
大
蔵
大
臣
）
を
選
ん
だ
。
財
務
大
臣
を
被
告
に
し
た
と

こ
ろ
が
ミ
ソ
。
我
部
が
発
見
し
た
資
料
に
よ
れ
ば
、
原
状
回
復
補
償

費
用
に
留
ま
ら
ず
、
大
蔵
省
と
米
財
務
省
と
の
間
の
三
億
二
千
万
ド
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ル
全
体
に
ウ
ソ
が
あ
る
と
し
て
、
財
務
大
臣
を
被
告
に
加
え
た
。

こ
こ
で
思
い
が
け
な
い
追
い
風
が
西
山
に
吹
い
た
。

二
〇
〇
九
年
八
月
三
〇
日
の
総
選
挙
で
、
自
民
・
公
明
政
権
に
代

わ
っ
て
、
民
主
党
を
中
心
に
社
民
党
と
国
民
新
党
が
衆
議
院
の
多
数

を
占
め
、
政
権
を
と
っ
た
。
新
し
く
外
務
大
臣
に
就
任
し
た
岡
田
克

也
は
、
認
証
式
を
終
え
た
ば
か
り
の
深
夜
の
記
者
会
見
で
、
沖
縄
密

約
の
調
査
を
、
事
務
次
官
の
藪
中
三
十
二
に
命
じ
た
と
発
表
し
た
。

裁
判
で
は
、
西
山
ら
が
吉
野
文
六
の
法
廷
証
言
の
許
可
を
岡
田
あ
て

に
求
め
た
ら
、
す
ぐ
に
許
可
が
下
り
、
吉
野
の
法
廷
証
言
が
実
現

し
た
。

一
二
月
一
日
、
東
京
は
抜
け
る
よ
う
な
青
空
で
あ
っ
た
。
一
二
月

に
し
て
は
比
較
的
温
か
い
陽
ざ
し
が
、
裁
判
所
前
の
イ
チ
ョ
ウ
の
黄

色
い
葉
を
鮮
や
か
に
彩
っ
て
い
た
。

弁
護
団
長
の
清
水
英
夫
と
、
原
告
団
長
の
メ
デ
ィ
ア
研
究
者
・
桂

敬
一
の
二
人
が
ウ
ー
ル
の
帽
子
と
仕
立
て
の
い
い
コ
ー
ト
を
着
て
、

そ
ろ
っ
て
裁
判
所
に
入
っ
た
。

法
廷
は
一
階
の
一
〇
三
号
法
廷
に
替
わ
っ
た
。
開
廷
時
刻
を
前

に
、
傍
聴
席
に
は
西
山
の
裁
判
に
強
い
関
心
を
も
つ
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
や
メ
デ
ィ
ア
研
究
者
が
座
席
を
埋
め
て
い
く
。
そ
し
て
定
刻
の
午

後
一
時
三
〇
分
、
三
人
の
裁
判
官
が
正
面
か
ら
入
り
、
い
よ
い
よ
注

目
の
法
廷
が
始
ま
っ
た
。

は
じ
め
に
、
吉
野
が
立
ち
上
が
り
「
何
事
も
包
み
隠
さ
ず
、
真
実

を
申
し
上
げ
ま
す
」
と
宣
誓
を
す
ま
す
と
、
す
ぐ
に
弁
護
士
の
日
隅

一
雄
が
、
一
枚
の
コ
ピ
ー
を
か
ざ
し
て
、
吉
野
に
質
問
を
し
た
。

「
こ
の
文
書
の
サ
イ
ン
は
、
証
人
の
も
の
で
す
か
」

「
は
い
、
外
務
省
（
ア
メ
リ
カ
局
）
の
わ
た
し
の
部
屋
で
サ
イ
ン
し

ま
し
た
」

つ
い
に
、
沖
縄
密
約
を
当
時
の
外
務
省
高
官
・
吉
野
が
法
廷
で
認

め
た
歴
史
的
な
瞬
間
で
あ
っ
た
。
吉
野
は
さ
ら
に
、
米
軍
の
放
送
局

Ｖ
Ｏ
Ａ(

ボ
イ
ス
・
オ
ブ
・
ア
メ
リ
カ)

の
移
転
費
用
一
千
六
百
万

ド
ル
に
つ
い
て
も
、
書
類
に
サ
イ
ン
し
た
事
実
を
認
め
た
。

吉
野
は
、
一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
、
長
野
県
松
本
生
ま
れ
と
い
う

か
ら
、
九
一
歳
。
耳
が
多
少
遠
い
も
の
の
記
憶
は
鮮
明
。
父
親
は
東

京
帝
大
卒
の
リ
ベ
ラ
ル
な
弁
護
士
で
、
吉
野
も
東
京
帝
大
三
年
在
学

中
の
一
九
四
〇
年
、
高
等
試
験
外
交
科
、
行
政
科
、
司
法
試
験
に
合

格
。
日
独
伊
三
国
軍
事
同
盟
の
時
期
で
す
ぐ
に
ド
イ
ツ
へ
留
学
し
、

ヒ
ト
ラ
ー
の
自
殺
を
ベ
ル
リ
ン
の
日
本
大
使
館
で
ア
メ
リ
カ
の
短
波

放
送
で
聴
い
た
と
い
う
。
在
ア
メ
リ
カ
日
本
大
使
館
で
の
勤
務
が
長

く
、
沖
縄
返
還
交
渉
当
時
の
駐
米
公
使
、
ア
メ
リ
カ
局
長
で
あ
る
。

の
ち
吉
野
は
外
務
審
議
官
を
経
て
駐
ド
イ
ツ
大
使
で
キ
ャ
リ
ア
を
全

う
し
た
。

裁
判
が
結
審
し
た
後
、
吉
野
に
沖
縄
密
約
の
背
景
を
聴
く
た
め
、

私
は
横
浜
の
自
宅
を
訪
れ
た
。
カ
ナ
ダ
・
バ
ン
ク
ー
バ
ー
冬
季
五
輪

の
開
会
式
当
日
で
あ
っ
た
が
、
吉
野
は
三
時
間
に
わ
た
っ
て
イ
ン
タ
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ビ
ュ
ー
に
応
じ
た
。

吉
野
に
よ
れ
ば
、
日
米
間
の
貿
易
収
支
が
一
九
六
五
年
を
境
に
逆

転
し
、
ア
メ
リ
カ
は
貿
易
収
支
の
赤
字
が
ど
ん
ど
ん
増
加
す
る
。
そ

の
上
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
で
膨
大
な
戦
費
が
必
要
に
な
り
、
い
よ
い
よ

金
に
困
っ
て
い
た
。
大
統
領
の
ニ
ク
ソ
ン
が
ド
ル
の
兌
換
制
度
を
止

め
、
為
替
が
一
ド
ル
三
六
〇
円
の
固
定
相
場
制
か
ら
変
動
相
場
制
へ

の
移
行
を
決
定
す
る
時
期
だ
（
ニ
ク
ソ
ン
シ
ョ
ッ
ク
）。
そ
ん
な
折

り
、
日
本
の
当
時
の
総
理
・
佐
藤
栄
作
は
沖
縄
返
還
を
政
治
課
題
に

設
定
し
、「
沖
縄
が
無
償
で
返
っ
て
く
る
」
と
宣
伝
し
た
。
一
九
六
九

年
一
二
月
、
大
蔵
大
臣
の
福
田
赳
夫
が
主
導
し
て
、
大
蔵
省
の
財
務

官
・
柏
木
雄
介
と
米
財
務
省
特
別
補
佐
官
ジ
ュ
ー
リ
ッ
ク
が
積
算
根

拠
の
な
い
「
つ
か
み
金
」
方
式
で
三
億
二
千
万
ド
ル
の
大
枠
を
決
め

た
。
そ
の
二
年
後
、
外
務
省
は
返
還
協
定
締
結
間
際
に
な
っ
て
、
原

状
回
復
補
償
費
用
や
Ｖ
Ｏ
Ａ
の
移
転
費
用
な
ど
の
密
約
へ
の
サ
イ
ン

を
ス
ナ
イ
ダ
ー
公
使
か
ら
求
め
ら
れ
、
吉
野
は
予
算
が
す
で
に
決
定

済
な
の
で
、や
む
を
得
ず
書
類
に
サ
イ
ン
し
た
と
、事
情
を
説
明
し
た
。

な
ぜ
日
米
政
府
は
密
約
を
結
ん
だ
の
か

小
倉
の
西
山
宅
を
訪
れ
、
沖
縄
密
約
の
背
景
を
訊
い
た
。
日
米
関

係
、
特
に
安
全
保
障
面
で
日
本
に
拒
否
権
は
な
く
、
米
ペ
ン
タ
ゴ
ン

（
国
防
総
省
）
の
思
う
が
ま
ま
に
振
り
回
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
、
沖
縄
密

約
の
本
質
が
あ
る
と
い
う
。
ま
た
佐
藤
栄
作
が
長
期
政
権
を
狙
う
戦

略
と
、
佐
藤
の
後
継
を
狙
う
福
田
赳
夫
の
独
断
が
密
約
を
招
い
た

と
、
西
山
は
解
説
す
る
。

東
京
に
も
時
な
ら
ぬ
春
の
雪
が
降
っ
た
二
〇
一
〇
年
三
月
九
日
、

民
主
党
政
権
の
外
務
大
臣
・
岡
田
が
命
じ
た
日
米
政
府
の
外
交
密
約

の
調
査
報
告
書
を
有
識
者
委
員
会
が
提
出
し
た
。
報
告
書
は
、
安
保

条
約
改
定
時
（
一
九
六
〇
年
）
の
核
持
ち
込
み
や
朝
鮮
有
事
の
戦
闘

行
動
と
並
ん
で
、
沖
縄
返
還
時
の
軍
用
地
の
原
状
回
復
補
償
費
の
肩

代
わ
り
も
「
密
約
」
が
あ
っ
た
と
は
っ
き
り
認
め
た
。

西
山
の
報
道
か
ら
実
に
三
九
年
目
。
西
山
の
報
道
に
、
真
実
の
光

が
よ
う
や
く
当
た
っ
た
。
つ
い
に
西
山
が
復
権
し
た
の
だ
。

新
聞
報
道
を
見
る
と
、
朝
毎
読
産
経
と
全
国
紙
は
何
れ
も
一
面
の

大
部
分
を
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
で
埋
め
た
。

有
識
者
委
員
会
の
報
告
を
受
け
、
衆
議
院
外
務
委
員
会
の
委
員

長
・
鈴
木
宗
男
は
、
西
山
太
吉
ら
を
参
考
人
招
致
し
た
（
二
〇
一
〇

年
三
月
一
九
日
）。
国
家
犯
罪
の
責
任
追
及
が
始
ま
っ
た
の
だ
。

国
会
に
再
び
西
山
太
吉
が
戻
っ
た
。
国
会
で
の
陳
述
を
前
に
、
西

山
は
「
オ
レ
を
ま
た
国
会
に
引
き
戻
し
た
ん
だ
よ
、
運
命
の
神
様
が
。

運
命
的
な
回
帰
だ
よ
」
と
心
情
を
吐
露
し
た
。
国
家
に
葬
ら
れ
た
男

が
帰
っ
て
き
た
。

外
務
委
員
会
で
、
西
山
は
「
報
告
は
沖
縄
へ
の
核
再
持
ち
込
み
の

密
約
に
つ
い
て
、
密
約
で
な
い
と
言
い
切
っ
て
い
る
が
、
間
違
っ
て

い
る
」
と
、
有
識
者
委
員
会
に
釘
を
刺
し
た
。
さ
ら
に
「
日
米
同
盟
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に
密
約
が
集
中
す
る
の
は
、
戦
勝
国
ア
メ
リ
カ
と
敗
戦
国
日
本
と
い

う
構
造
が
戦
後
の
日
米
同
盟
で
強
化
さ
れ
た
か
ら
だ
」
と
密
約
の
背

景
を
述
べ
た
。

外
務
省
有
識
者
委
員
会
は
、
吉
野
文
六
が
サ
イ
ン
し
米
公
文
書
館

で
発
見
さ
れ
た
英
文
書
類
二
枚
と
対
の
書
類
が
外
務
省
に
な
か
っ
た

こ
と
も
明
ら
か
に
し
た
。
情
報
公
開
法
の
施
行
時
（
二
〇
〇
一
年
）、

大
量
の
書
類
が
溶
か
さ
れ
外
務
省
の
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
に
な
っ

た
が
、誰
が
廃
棄
し
た
か
、そ
の
き
ち
ん
と
し
た
記
録
も
な
い
。
実
に

ず
さ
ん
な
管
理
で
あ
っ
た
。廃
棄
過
程
が
不
明
な
の
も
大
き
な
問
題
だ
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
立
大
学
教
授
で
日
本
研
究
者
ガ
バ
ン
・
マ

コ
ー
ミ
ッ
ク
に
よ
る
と
、
日
本
に
は
二
つ
の
憲
法
が
あ
る
と
い
う
。

戦
力
不
保
持
を
定
め
た
日
本
国
憲
法
と
米
軍
基
地
の
使
用
を
認
め
た

日
米
安
保
条
約
だ
。
第
二
次
大
戦
後
、
連
合
国
は
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
の

方
針
通
り
、
日
本
が
二
度
と
敵
に
な
ら
な
い
よ
う
に
軍
備
を
解
体
し

民
主
化
を
進
め
日
本
国
憲
法
が
成
立
し
た
。
し
か
し
米
ソ
冷
戦
下
、

中
国
革
命
の
成
就
と
朝
鮮
戦
争
の
勃
発
に
よ
っ
て
、
日
本
は
日
米
安

保
条
約
に
よ
る
日
米
同
盟
で
対
米
追
従
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
冷
戦

下
、
自
民
党
政
権
は
米
政
府
を
後
ろ
盾
に
、
二
枚
舌
で
国
民
を
欺
き
、

政
権
を
独
り
占
め
し
て
き
た
。

沖
縄
返
還
の
際
、
核
の
再
持
ち
込
み
密
約
、
米
軍
の
駐
在
費
用
を

日
本
側
が
負
担
す
る
「
思
い
や
り
予
算
」
と
い
っ
た
密
約
も
こ
の
時

期
結
ば
れ
た
。
日
米
安
保
条
約
も
次
々
に
変
質
し
、
は
じ
め
適
用
範

に
し
む
ら
・
ひ
で
き

一
九
五
一
年
名
古
屋
市
生
ま
れ
。
慶
應
義
塾
大
学
経
済
学
部
卒
、
毎
日
放
送
で
放
送
記
者
な
ど
。

著
書
に
『
北
朝
鮮
・
闇
か
ら
の
生
還
～
第
十
八
富
士
山
丸
ス
パ
イ
事
件
の
真
相
』（
光
文
社
、
一
九
九
七
年
）

こ
れ
を
文
庫
化
し
た
『
北
朝
鮮
抑
留
～
第
十
八
富
士
山
丸
事
件
の
真
相
』（
岩
波
現
代
文
庫
、
二
〇
〇
四
年
）、

『
大
阪
で
闘
っ
た
朝
鮮
戦
争
～
吹
田
・
枚
方
事
件
の
青
春
群
像
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
四
年
）
な
ど
。

囲
が
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
以
北
の
「
極
東
条
項
」
だ
っ
た
も
の
か
ら
、
周

辺
事
態
法
で
自
衛
隊
と
米
軍
の
一
体
運
用
へ
、
な
し
崩
し
的
に
移
行

し
た
。
こ
う
し
た
憲
法
九
条
と
安
保
条
約
の
矛
盾
を
埋
め
る
た
め
、

自
民
党
政
権
と
官
僚
が
選
ん
だ
の
が
、
密
約
と
い
う
国
家
犯
罪
で
は

な
か
っ
た
の
か
。「
思
い
や
り
予
算
」
も
海
兵
隊
の
グ
ァ
ム
移
転
費
も

日
本
国
民
が
重
い
負
担
を
背
負
う
。

し
か
も
米
海
兵
隊
の
普
天
間
基
地
の
移
転
問
題
一
つ
と
っ
て
み
て

も
、
沖
縄
密
約
は
決
し
て
過
去
の
問
題
で
は
な
い
。
現
在
進
行
形
の

問
題
で
あ
る
。
日
米
間
の
闇
は
深
い
。

「
情
報
公
開
と
い
う
旗
を
立
て
た
気
分
だ
ね
」。
こ
れ
は
吉
野
文
六

の
証
言
を
聴
い
た
あ
と
の
、
西
山
の
つ
ぶ
や
き
だ
。
外
務
省
有
識
者

委
員
会
は
三
〇
年
後
の
情
報
公
開
制
度
を
提
言
し
た
。

沖
縄
密
約
の
一
審
の
判
決
は
、
四
月
九
日
に
迎
え
る
。
裁
判
で
、

国
は
「
文
書
を
探
し
た
が
見
つ
か
ら
な
い
」
と
、
木
に
花
を
括
っ
た

よ
う
な
つ
れ
な
い
答
弁
を
繰
り
返
す
ば
か
り
で
判
決
は
予
断
を
許
さ

な
い
。

日
本
の
民
主
主
義
は
ど
う
な
る
の
か
。
西
山
の
抗
い
は
続
く
。


